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Ⅰ 調査概要 
 

１ 調査の目的 

人口減少・少子高齢化の進展の中、地方で進められる「まち・ひと・しごと創生」にかかる取

り組みとして、地域の人口の現状分析及び将来の人口見通しを示す「伊東市人口ビジョン」の策

定を進めている。この人口ビジョン策定にあたり、結婚・出産・子育てに関する現状や課題を検

討するための基礎資料とするために実施した。 

 

２ 調査項目 

調査種別 調査項目 

①結婚に関するアンケート 

１ 結婚についての考え方 

２ 結婚経験 

３ 独身の方の意向や交際経験 

４ いずれ結婚したい方の意向 

５ 結婚している方、婚約中の方の意向 

６ 行政の結婚支援への意向 

②出産・子育てに関する 

アンケート 

１ 子どもがいる方の意向 

２ 子どもの人数についての意向 

３ 育児休業等についての意向 

 

３ 調査方法 

調査対象： 市内在住の 20～44歳の方 1,000人（無作為抽出） 

調査期間：令和元年 9月 4日～令和元年 9月 24日 

調査方法：郵送配付・郵送回収 

 

４ 回収状況 

対象数 回収数 有効回収数 有効回収率 

1,000 224 224 22.4％ 

＊有効回収数：回収数から全く回答がないもの（白票）を除いた数 

 

５ この報告書の見方 

・当該質問に回答した人の実数（回答母数）を表記する場合は「Ｎ」と表示した。 

・集計結果の％表示は、小数点以下第２位を四捨五入してあるので、構成比の合計がちょうど

100.0％にならない場合がある。 

・複数回答が可能な設問の場合は、すべての構成比の合計がちょうど 100.0％にならない場合が

ある。 
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Ⅱ 結 婚 ・ 出 産 ・ 子 育 て に 関 す る ア ン ケ ー ト  調 査 結 果 

１ あなた自身について 

問１ 性別（○は１つ） 

R1:N=224 

H27:N=180 

 

 

 

 

 

 

問２ 年齢（○は１つ） 

R1:N=224 

H27:N=180 

 

 

 

 

 

 

問３ 居住地域（○は１つ） 

R1:N=224 

H27:N=180 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

40.0

30.8

59.4

67.9

0.6

1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H27

R1

男性 女性 無回答

16.7

11.2

15.6

20.5

21.1

23.2

22.2

24.6

24.4

20.1

0.0

0.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H27

R1

20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 無回答

18.9

3.3

0.6
0.6

10.6
11.7

5.0

11.1

4.4

16.1

0.6

3.3

9.4

1.1
0.0

2.2
1.1

11.2

3.1
1.8

0.4

12.9

9.8

6.3

11.2

8.5

6.3

1.8

7.1

9.8

4.0

1.3

4.5

0.0
0

10

20

宇
佐
美

湯
川

松
原

新
井

玖
須
美

岡 鎌
田

川
奈

吉
田

荻 十
足

富
戸

八
幡
野

池 赤
沢

そ
の
他

無
回
答

H27 R1（％）
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問４ 最後に卒業した（または在学中）の学校（○は１つ） 

R1:N=224 

H27:N=180 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ 世帯人数（○は１つ） 

R1:N=224 

H27:N=180 

 

 

 

 

 

 

 

問６ 同居人（○はいくつでも） 

R1:N=224 

H27:N=180 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.9

10.7

11.1

17.4

32.8

27.7

46.1

43.3

1.1

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H27

R1

１人 ２人 ３人 ４人以上 無回答

7.8

29.4

22.2

10.6

27.8

0.6 0.6 1.12.7

26.3

16.5
16.5

37.1

0.4 0.4 0.0
0

10

20

30

40

中
学
校

高
校 専

門
学
校

（
高
卒
後
）

短
大
、
高
専

大
学

大
学
院

そ
の
他

無
回
答

H27 R1（％）

37.2
42.8

56.1

19.4

9.4

35.6

0.0 1.7

8.9

1.1

57.6

29.0
35.7

12.5

4.5

52.2

0.0
1.8 8.0

0.0
0

20

40

60

80

配
偶
者
・
恋
人

父
（
義
父
）

母
（
義
母
）

兄
弟
姉
妹

祖
父
母

子
ど
も

孫 そ
の
他

同
居
人
は
い
な
い

（
一
人
暮
ら
し
）

無
回
答

H27 R1（％）
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問６-１ 同居している子の状況（○は１つ）          ※問６で「子ども」を選んだ方のみ 

R1:N=117 

H27:N=64 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７ 職業（○は１つ） 

R1:N=224 

H27:N=180 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７-１ 勤務先（○は１つ） ※問７で「会社員、公務員、団体職員」～「農林水産業」を選んだ方のみ 

R1:N=186 

H27:N=140 

 

 

 

 

 

 

 

 

28.1

44.4

56.3

45.3

12.5

10.3

3.1

0.0

0.0

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H27

R1

一番上の子が小学校入学前 一番上の子が小・中学生

一番上の子が高校・大学生等 一番上の子が学校を卒業

無回答

48.9

13.3
5.0 10.0

0.6
5.0 5.0

7.8
3.9

0.6

50.0

25.0

3.1 4.5
0.4

6.3 4.5 4.0 0.9 1.3

0

20

40

60

会
社
員
、
公
務

員
、
団
体
職
員

パ
ー
ト
、

ア
ル
バ
イ
ト

派
遣
、
嘱
託
、

契
約
社
員

自
営
業

農
林
水
産
業

家
事
専
業

学
生

無
職

そ
の
他

無
回
答

H27 R1（％）

80.7

83.3

14.3

12.4

3.6

3.2

1.4

1.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H27

R1

伊東市内 静岡県内 静岡県外 無回答
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問８ 住宅の種類（○は１つ） 

R1:N=224 

H27:N=180 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９ 平成 26年（平成 27 年回答者）と 30年（令和元年回答者）の年収（○は１つ） 

R1:N=224 

H27:N=180 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 10 平成 26年（平成 27 年回答者）と 30年（令和元年回答者）の世帯年収（○は１つ） 

R1:N=224 

H27:N=180 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

68.9

61.2

2.8

3.6

3.9

4.9

20.0

24.1

2.2

3.6

0.6

2.2

1.7

0.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H27

R1

持ち家（一戸建て） 持ち家（共同住宅） 公営の賃貸住宅

民営の賃貸住宅 社宅などの給与住宅 その他

無回答

10.6
12.8

18.3

10.0
12.8

9.4

2.2 0.6 0.6 0.6
1.7

16.7

3.9

20.1

13.4
17.0 17.0

9.8

6.3

1.3 0.0 0.0 0.0 0.0

11.6

3.6

0

10

20

30

１
０
０
万
円
未
満

１
０
０
万
円
台

２
０
０
万
円
台

３
０
０
万
円
台

４
０
０
万
円
台

５
０
０
万
円
台

６
０
０
万
円
台

７
０
０
万
円
台

８
０
０
万
円
台

９
０
０
万
円
台

１
０
０
０
万
円
以
上

仕
事
を
し
て
い
な
い

無
回
答

H27 R1（％）

1.7

3.3

10.6

16.1

11.1
9.4

7.8

3.9 4.4
5.6

8.9

3.9

13.3

1.8

3.6 7.1

15.2

18.3

13.8 13.4

6.7 6.7

2.2

5.4

1.8

4.0

0

10

20

１
０
０
万
円
未
満

１
０
０
万
円
台

２
０
０
万
円
台

３
０
０
万
円
台

４
０
０
万
円
台

５
０
０
万
円
台

６
０
０
万
円
台

７
０
０
万
円
台

８
０
０
万
円
台

９
０
０
万
円
台

１
０
０
０
万
円
以
上

仕
事
を
し
て
い
な
い

無
回
答

H27 R1（％）



◆Ⅱ 結婚・出産・子育てに関するアンケート 調査結果◆ 

7 

２ 結婚について 

問 11 結婚についての考え方（各項目○は１つ） 

R1 

N=224 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H27 

N=180 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

40.0

27.2

47.2

16.1

33.9

9.4

11.1

32.8

32.2

32.2

33.3

33.3

23.9

17.2

15.6

14.4

11.7

31.1

19.4

36.1

21.1

10.6

23.3

7.8

17.8

12.2

28.3

48.3

1.1

2.8

1.1

1.7

1.1

2.2

2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①自分の自由になる時間が少なくなる

②社会的な信用が得られる

③自分の自由になるお金が少なくなる

④経済的な安定が得られる

⑤義父母や親戚など人間関係が複雑になる

⑥生活上の不便がなくなる

⑦仕事がしづらくなる／

仕事をやめなければならなくなる

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

32.6

26.8

41.1

17.9

32.1

8.5

9.4

43.3

40.6

40.2

40.2

35.7

28.6

20.1

12.5

16.5

11.6

25.9

15.6

40.2

27.2

11.6

15.6

6.7

15.6

16.1

21.9

43.3

0.0

0.4

0.4

0.4

0.4

0.9

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①自分の自由になる時間が少なくなる

②社会的な信用が得られる

③自分の自由になるお金が少なくなる

④経済的な安定が得られる

⑤義父母や親戚など人間関係が複雑になる

⑥生活上の不便がなくなる

⑦仕事がしづらくなる／

仕事をやめなければならなくなる

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答
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結婚についての考え方は、【③自分の自由になるお金が少なくなる】において「そう思う」が約 41％

で最も高く、【①自分の自由になる時間が少なくなる】が約 33％、【⑤義父母や親戚など人間関係が複雑

になる】が約 32％などと続いている。 

『そう思う』（そう思う＋どちらかといえばそう思う）は【③自分の自由になるお金が少なくなる】

で約 81％、【①自分の自由になる時間が少なくなる】で約 76％、【⑤義父母や親戚など人間関係が複雑

になる】で約 68％、【②社会的信用を得られる】で約 67％となっている。一方、『そう思わない』（そう

思わない＋どちらかといえばそう思わない）は、【⑦仕事がしづらくなる／仕事をやめなければならな

くなる】で約 71％、【⑥生活上の不便が無くなる】で約 62％と高くなっている。 

平成 27年と比較して、大きな変化は見られない。 
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問 12 結婚経験（○は１つ） 

R1:N=224 

H27:N=180 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結婚経験は、「結婚している」が約 60％と最も高く、次いで「独身（結婚したことはなく、今後も具

体的予定はない）」が約 30％となっている。 

平成 27年と比較すると、「結婚している」と「独身（結婚したことはなく、今後も具体的予定はない）」

の割合が概ね逆転するような結果となっている。 

 

問 12-1 結婚した場合の居住希望地域（○は１つ） ※問 12 で「結婚している」以外を選んだ方のみ 

（今回初調査） 

R1:N=90 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結婚した場合の居住希望地域は、「未定」が約 33％と最も高く、「伊東市内」が約 29％、「首都圏（東

京、神奈川、千葉、埼玉）」が約 21％などと続いている。 

 

 

 

52.8

30.4

5.6

7.1

0.0

0.0

37.2

59.8

3.3

2.7

1.1

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H27

R1

独身（結婚したことはなく、今後も具体的予定はない）

独身（離婚）

独身（死別）

結婚している

独身（婚約中／結婚の具体的予定がある）

無回答

28.9 8.9 4.4 21.1

1.1

33.3

2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

伊東市内

静岡県東部地域

静岡県内（上記以外）

首都圏（東京、神奈川、千葉、埼玉）

県外（上記以外）・海外

未定

無回答
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問 12-2 現在独身でいる理由（○はいくつでも） 

※問 12 で「独身（結婚したことはなく、今後も具体的予定なし）、（離婚）、（死別）」を選んだ方のみ 

R1:=84 

H27:N=105 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在独身でいる理由は、「適当な相手にまだめぐり合わないから」が約 58％と突出して高く、「独身

の自由さや気楽さを失いたくないから」が約 26％、「結婚する必要を感じないから」が約 23％などと続

いている。 

平成 27年と比較すると、「適当な相手にまだめぐり合わないから」が突出しているのは同様の結果で

ある。個々の選択肢をみると、「今は趣味や娯楽を楽しみたいから」が約 7％の増加、「特に理由はない」

が 5％の増加、一方で「安定した生活が見込めないから」が約 10％の減少、「結婚するにはまだ若いか

ら」が約 8％の減少、「現在の生活のレベルを落としたくないから」が約 10％の減少などとなっている。 

58.3

26.2

22.6

21.4

15.5

15.5

11.9

11.9

11.9

8.3

4.8

1.2

1.2

1.2

0.0

8.3

15.5

4.8

57.1

26.7

19.0

14.3

19.0

13.3

21.9

11.4

9.5

16.2

5.7

11.4

2.9

0.0

0.0

11.4

10.5

1.9

0 20 40 60 80

適当な相手にまだめぐり合わないから

独身の自由さや気楽さを失いたくないから

結婚する必要を感じないから

今は趣味や娯楽を楽しみたいから

今は仕事又は学業にうちこみたいから

異性とうまくつきあえないから

安定した生活が見込めないから

結婚資金が足りないから

結婚後の生活資金が足りないから

結婚するにはまだ若いから

子どもがほしくないから

現在の生活レベルを落としたくないから

親や周囲が結婚に同意しない（だろう）から

相手が乗り気でないから

相手に結婚できない事情があるから

その他

特に理由はない

無回答

R1 H27

(%)
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問 12-3 問 12-2で○をつけた理由のうち、最大の理由（○は１つ） 

※問 12-2 で「特に理由はない」以外を選んだ方のみ 

R1:N=67 

H27:N=92 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在独身でいる最大の理由は、「適当な相手にまだめぐり合わないから」が約 31％と突出して高くな

っており、平成 27年と同様の傾向である。 

 

31.3

7.5

4.5

4.5

1.5

1.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

4.5

44.8

32.6

5.4

4.3

1.1

2.2

2.2

5.4

7.6

8.7

4.3

2.2

0.0

2.2

0.0

0.0

9.8

12.0

0 10 20 30 40 50

適当な相手にまだめぐり合わないから

結婚する必要を感じないから

今は趣味や娯楽を楽しみたいから

異性とうまくつきあえないから

結婚資金が足りないから

結婚後の生活資金が足りないから

独身の自由さや気楽さを失いたくないから

安定した生活が見込めないから

今は仕事又は学業にうちこみたいから

結婚するにはまだ若いから

現在の生活レベルを落としたくないから

子どもがほしくないから

親や周囲が結婚に同意しない（だろう）から

相手が乗り気でないから

相手に結婚できない事情があるから

その他

無回答

R1 H27

(%)
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問 13 交際経験の有無（○は１つ） 

※問 12 で「独身（結婚したことはなく、今後も具体的予定なし）、（離婚）、（死別）」を選んだ方のみ 

R1:N=84 

H27:N=105 

 

 

 

 

 

 

 

異性との交際経験の有無は、「交際した経験がある」が約 66％、「交際した経験はない」が約 29％と

なっている。 

平成 27年と比較すると、「交際した経験はない」が約 9％増加している。 

 

問 13-１ 現在交際している人の有無（○は１つ） ※問 13 で「交際した経験がある」を選んだ方のみ 

R1:N=55 

H27:N=84 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在交際している人の有無は、「交際している人はいる」が約 36％、「交際している人はいない」が

約 64％となっており、平成 27年と比較して大きな変化は見られなかった。 

80.0

65.5

20.0

28.6

0.0

6.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H27

R1

交際した経験がある 交際した経験はない 無回答

34.5

36.4

65.5

63.6

0.0

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H27

R1

交際している人はいる 交際している人はいない 無回答
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問 13-2 現在（または一番最近）の交際相手と知り合ったきっかけ（○は１つ） 

         ※問 13 で「交際した経験がある」を選んだ方のみ 

R1:N=55 

H27:N=84 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在（または一番最近）の交際相手と知り合ったきっかけは、「職場や仕事の関係で」が約 33％と突

出して高く、次いで「学校で」が 20％などとなっている。 

平成 27年と比較すると、「職場や仕事の関係で」が約 17％の増加となっている。 

 

問 14 自分の一生を通じて考えた場合の、結婚に対する考え（○は１つ） 

※問 12 で「独身（結婚したことはなく、今後も具体的予定なし）、（離婚）、（死別）」を選んだ方のみ 

R1:N=84 

H27:N=105 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分の一生を通じて考えた場合の、結婚に対する考えは、「いずれ結婚したい」が約 52％、「一生結婚

するつもりはない」が約 8％、「現時点ではわからない」が 31％となっている。 

平成 27年と比較すると、「いずれ結婚したい」が約 2％増加し、「一生結婚するつもりはない」が約 5％、

「現時点ではわからない」が約 4％の減少となっている。 

50.5

52.4

12.4

8.3

36.2

31.0

1.0

8.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H27

R1

いずれ結婚したい 一生結婚するつもりはない 現時点ではわからない 無回答

15.5 15.5

11.9 7.1

3.6 3.6
2.4

0.0 0.0 0.0
3.6

36.9

20.0

32.7

7.3 5.5 5.5
7.3

3.6 0.0 0.0 1.8

0.0

16.4

0

10

20

30

40

学
校
で

職
場
や
仕
事
の
関
係
で

友
人
や
兄
弟
姉
妹
を
通
じ
て

学
校
以
外
の
サ
ー
ク
ル
活
動

や
ク
ラ
ブ
活
動
・
習
い
事
で

ア
ル
バ
イ
ト
で

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

街
な
か
や
旅
行
で

幼
な
じ
み
・
隣
人
関
係

見
合
い
で

結
婚
相
談
所
で

そ
の
他

無
回
答

H27 R1（％）
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問 14-1 結婚したい年齢             ※問 14 で「いずれ結婚したい」を選んだ方のみ 

R1:N=44 

H27:N=53 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結婚したい年齢は、「30～34歳」が約 39％と最も高く、「25～29歳」が約 27％、「35～39歳」が約 21％

などと続いている。 

平成 27年と比較すると、「30～34歳」「35～39歳」などが増加する一方、「25～29歳」などは減少し

ている。 

 

問 14-2 結婚相手に望む年収（○は１つ）      ※問 14 で「いずれ結婚したい」を選んだ方のみ 

R1:N=44 

H27:N=53 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結婚相手に望む年収は、「特にこだわらない」が約 46％と突出して高く、「500万円台」が約 14％、「300

万円台」が約 11％などと続いている。 

平成 27年と比較すると、「特にこだわらない」が約 10％増加し、より突出した形となっている。 

 

3.8

2.3

34.0

27.3

20.8

38.6

15.1

20.5

9.4

11.4

1.9

0.0

0.0

0.0

15.1

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H27

R1

20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳

40～44歳 45～49歳 50歳以上 無回答

0.0

3.8
13.2

11.3 11.3
11.3

3.8
5.7

35.8

3.8
0.0 0.0

6.8
11.4 9.1

13.6

4.5
9.1

45.5

0.0
0

20

40

60

１
０
０
万
円
未
満

１
０
０
万
円
台

２
０
０
万
円
台

３
０
０
万
円
台

４
０
０
万
円
台

５
０
０
万
円
台

６
０
０
万
円
台

７
０
０
万
円
以
上

特
に
こ
だ
わ
ら
な
い

無
回
答

H27 R1（％）
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問 14-3 結婚・出産後の仕事の継続意向（○は１つ）※問 14 で「いずれ結婚したい」を選んだ方のみ 

R1:N=44 

H27:N=29 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結婚・出産後の仕事の継続意向は、「結婚後も出産後も仕事を続けたい（したい）」が約 64％と突出

して高い。次いで、「結婚後も仕事を続けたい（したい）が、出産後は子どもが一定の年齢になるまで

仕事をやめたい」が約 14％、「結婚後も仕事を続けたい（したい）が、出産後はわからない」が約 11％

などと続いている。 

平成 27 年と比較すると、「結婚後も出産後も仕事を続けたい（したい）」が約 19％、「結婚後は仕事

をやめたい（したくない）」が約 6％の増加となっており、一方で「結婚後も仕事を続けたい（したい）

が、出産後はわからない」が約 13％、「結婚後も仕事を続けたい（したい）が、出産後は子どもが一定

の年齢になるまで仕事をやめたい」が 14％の減少となっている。 

44.8

63.6

24.1

11.4

0.0

2.3

27.6

13.6

3.4

9.1

0.0

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H27

R1

結婚後も子どもが産まれた後も仕事を続けたい（したい）

結婚後も仕事を続けたい（したい）が、子どもが産まれた後はわからない

結婚後も仕事を続けたい（したい）が、子どもが産まれた後は仕事をやめたい

結婚後も仕事を続けたい（したい）が、子どもが産まれた後は子どもが一定の年齢になるまで

仕事をやめたい

結婚後は仕事をやめたい（したくない）

無回答
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※問15～問 19は、問 12で「結婚している」、「独身（婚約中／結婚の具体的予定がある）」を選んだ方のみ 

問 15 結婚を決めた理由（○はいくつでも） 

R1:N=140 

H27:N=73 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結婚を決めた理由は、「家族・子どもがほしくなったので」が約 52％と最も高く、「自分の年齢を考

えて」が約 39％、「交際期間の長さを考えて」が約 22％などと続いている。 

平成 27年と比較すると、大きな違いは見られないが、「家族・子どもがほしくなったので」が約 11％

の増加、「子どもができたので」が約 5％の減少、「相手の年齢を考えて」が約 12％の減少などとなって

いる。 

52.1

38.6

22.1

20.0

11.4

6.4

5.0

3.6

2.9

2.9

10.7

7.9

1.4

41.1

38.4

23.3

24.7

23.3

8.2

2.7

2.7

2.7

1.4

15.1

4.1

1.4

0 10 20 30 40 50 60

家族・子どもがほしくなったので

自分の年齢を考えて

交際期間の長さを考えて

子どもができたので

相手の年齢を考えて

相手に結婚を迫られて

仕事で変化が生じたので（就職・転勤・転職等）

親の年齢を考えて

友達・知り合いの多くが結婚したので

結婚した方が経済的に楽になると思ったので

その他

特にきっかけはない

無回答

R1 H27

(%)(%)
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問 15-1 問 15で○をつけた理由のうち、最大の理由（○は１つ） 

                    ※問 15 で「特にきっかけはない」以外を選んだ方のみ 

R1:N=127 

H27:N=69 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結婚を決めた最大の理由は、「家族・子どもがほしくなったので」が約 19％と最も高く、「子どもが

できたので」が約 9％、「その他」が約 6％などと続いている。 

平成 27 年と同様に、「家族・子どもがほしくなったので」「子どもができたので」などが高い結果と

なった。 

 

  

18.9

8.7

3.9

2.4

1.6

0.8

0.0

0.0

0.0

0.0

6.3

57.5

26.1

21.7

14.5

10.1

0.0

0.0

2.9

2.9

0.0

0.0

11.6

10.1

0 20 40 60 80

家族・子どもがほしくなったので

子どもができたので

自分の年齢を考えて

交際期間の長さを考えて

相手の年齢を考えて

結婚した方が経済的に楽になると思ったので

相手に結婚を迫られて

仕事で変化が生じたので

（就職・転勤・転職等）

親の年齢を考えて

友達・知り合いの多くが結婚したので

その他

無回答

R1 H27

(%)
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問 16 結婚したとき（または結婚する予定）の年齢（○は１つ） 

R1:N=140 

H27:N=73 

 

 

 

 

 

 

 

 

結婚したとき（または結婚する予定）の年齢は、「25～29歳」が約 43％と最も高く、「20～24歳」が

約 26％、「30～34歳」が約 21％などと続いている。 

平成 27年と比較すると、「25～29歳」が約 6％、「30～34歳」が約 13％の増加となっており、一方で

「20～24歳」が約 13％の減少となっている。 

 

問 17 結婚する直前の職業（○は１つ） 

R1:N=140 

H27:N=73 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結婚する直前の職業は、「会社員、公務員、団体職員」が約 71％と突出して高く、次いで、「パート、

アルバイト」が約 16％などとなっている。 

平成 27 年と比較すると、「会社員、公務員、団体職員」の割合が高いのは同様であるが、「パート・

アルバイト」「派遣、嘱託、契約社員」の割合がやや増加し、「自営業」の割合が減少している。 

  

75.3

9.6
4.1 6.8

0.0 0.0
1.4

0.0 0.0
2.7

70.7

15.7

7.1
1.4 0.0 0.0 0.7

1.4 2.9

0.0
0

20

40

60

80

会
社
員
、
公
務

員
、
団
体
職
員

パ
ー
ト
、

ア
ル
バ
イ
ト

派
遣
、
嘱
託
、

契
約
社
員

自
営
業

農
林
水
産
業

家
事
専
業

学
生

無
職

そ
の
他

無
回
答

H27 R1（％）

4.1

1.4

39.7

26.4

37.0

42.9

8.2

21.4

6.8

6.4

4.1

1.4

0.0

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H27

R1

20歳未満 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40歳以上 無回答
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問 18 結婚直後から現在までの就労状況が希望に沿っていたか（○は１つ） 

R1:N=140 

H27:N=73 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結婚直後から現在までの就労状況が希望に沿っていたかについては、「子どもが生まれた後も含めて

希望通り」が約 44％と最も高く、「子どもが生まれた後も含めて希望通りでない」が約 21％、「結婚後

は希望通りだが、子どもが生まれた後は希望通りでない」が 20％などと続いている。 

平成 27 年と比較すると、「子どもが生まれた後も含めて希望通り」が約 9％減少しており、「結婚後

は希望通りだが、子どもが生まれた後は希望通りでない」が約 8％増加している。 

53.4

44.3

12.3

20.0

2.7

4.3

17.8

20.7

13.7

10.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H27

R1

子どもが生まれた後も含めて希望通り

結婚後は希望通りだが、子どもが生まれた後は希望通りでない

結婚後は希望通りでなかったが、子どもが生まれた後は希望通り

子どもが生まれた後も含めて希望通りでない

無回答
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問 19 配偶者（または結婚予定の相手）の職業（○は１つ） 

R1:N=140 

H27:N=73 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配偶者（または結婚予定の相手）の職業は、「会社員、公務員、団体職員」が約 71％と突出して高く、

「パート・アルバイト」が約 11％、「自営業」が 10％などと続いている。 

平成 27 年と比較すると、「会社員、公務員、団体職員」が約 15％増加して、より突出した結果とな

り、「パート・アルバイト」自営業」は 5％程度減少している。 

 

問 19-１ 配偶者（または結婚予定の相手）の勤務先（○は１つ） 

※問 19 で「会社員、公務員、団体職員」～「農林水産業」を選んだ方のみ 

R1:N=131 

H27:N=65 

 

 

 

 

 

 

 

 

配偶者（または結婚予定の相手）の勤務先は、「伊東市内」が約 76％、「静岡県内」が約 21％などと

続いている。 

平成 27年と比較すると、「静岡県内」が約 11％増加し、「伊東市内」が約 8％、「静岡県外」が約 4％

の減少となっている。 

  

56.2

15.1

2.7

15.1

0.0

5.5

0.0

4.1 1.4
0.0

70.7

10.7

1.4
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80
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社
員

自
営
業

農
林
水
産
業

家
事
専
業

学
生

無
職

そ
の
他

無
回
答

H27 R1（％）

83.1

75.6

10.8

21.4

6.2

2.3

0.0

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H27

R1

伊東市内 静岡県内 静岡県外 無回答
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問 20 行政による結婚支援の取組についての考え（○は１つ）          （今回初調査） 

R1:N=224 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行政が結婚支援に取り組むことについて、「優先すべき他の事業があるので、予算を考えて余裕があ

れば取り組めばよい」が約 43％と最も高く、次いで「優先すべきだが、市民にあまり負担にならない範

囲で取り組むべきである」が約 30％などとなっている。 

 

 

 

5.8 30.4 43.3

3.1

6.3

8.9

2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

最優先して取り組むべきなので、市民のある程度の負担はやむを得ない

優先すべきだが、市民にあまり負担にならない範囲で取り組むべきである

優先すべき他の事業があるので、予算を考えて余裕があれば取り組めばよい

取り組むべきではない、何をやっても無駄である

その他

わからない

無回答
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３ 出産・子育てについて 

問 21 子どもの有無（○は１つ） 

R1:N=224 

27:N=180 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの有無は、「いる」が約 54％、「いない」が約 44％となっている。 

平成 27年と比較すると、今回は、子どもがいる方が半数を超える結果となった。 

 

問 21-１ 最初の子どもが産まれた時の年齢          ※問 21 で「いる」を選んだ方のみ 

R1:N=120 

H27:N=67 

 

 

 

 

 

 

 

 

最初の子どもが産まれた時の年齢は、「25～29歳」が約 42％と最も高く、「30～34歳」が約 23％、「20

～24歳」が 20％などと続いている。 

平成 27 年と比較すると、「30～34 歳」が約 12％、「25～29 歳」が約 7％増加しており、一方で「20

～24歳」は約 14％減少している。 

37.2

53.6

61.1

44.2

1.7

2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H27

R1

いる いない 無回答

6.0

2.5

34.3

20.0

34.3

41.7

11.9

23.3

11.9

10.0

1.5

2.5

0.0

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H27

R1

20歳未満 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40歳以上 無回答
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問 21-２ 出産、育児に際しての不安や苦労（○はいくつでも） ※問 21 で「いる」を選んだ方のみ 

R1:N=120 

H27:N=67 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出産、育児に際しての不安や苦労は、「経済的負担が大きい」が約 62％と最も高く、「自分のことを

する時間がない」が約 58％、「仕事との両立が困難である」が 40％などと続いている。 

平成 27年と比較すると、「経済的負担が大きい」「自分のことをする時間がない」「公的な支援制度が

十分でない」「仕事との両立が困難である」「会社企業の支援制度が十分でない」「手伝ってくれる人が

近くにいない」などを選択する方の割合が増加している。 

61.7

57.5

40.0

36.7

33.3

24.2

23.3

16.7

15.0

11.7

6.7

5.0

2.5

2.5

8.3

1.7

50.7

41.8

32.8

34.3

32.8

14.9

26.9

11.9

20.9

16.4

7.5

7.5

4.5

3.0

10.4

0.0

0 20 40 60 80

経済的負担が大きい

自分のことをする時間がない

仕事との両立が困難である

公的な支援制度が十分でない

体力的負担が大きい

会社企業の支援制度が十分でない

精神的負担が大きい

手伝ってくれる人がいない

どのような支援制度があるのかわからない

家のつくりが不便である

病院や保育所などの施設が近くにない

他の家族の世話が十分にできない

悩み事を相談できる人がいない

その他

特に不安や苦労はない

無回答

R1 H27

(%)(%)
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問 21-３で○をつけた理由のうち、最大の不安や苦労（○は１つ） 

                   ※問 21-２で「特に不安や苦労はない」以外を選んだ方のみ 

R1:N=108 

H27:N=60 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出産、育児に際しての最大の不安や苦労は、「経済的負担が大きい」が約 27％と突出して高く、平成

27年と同様の傾向である。 

26.9

8.3

8.3

4.6

4.6

3.7

2.8

0.9

0.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.9

38.0

36.7

18.3

10.0

10.0

8.3

3.3

1.7

3.3

1.7

3.3

1.7

0.0

0.0

1.7

0.0

0 10 20 30 40

経済的負担が大きい

仕事との両立が困難である

自分のことをする時間がない

公的な支援制度が十分でない

体力的負担が大きい

手伝ってくれる人がいない

精神的負担が大きい

家のつくりが不便である

どのような支援制度があるのかわからない

会社企業の支援制度が十分でない

病院や保育所などの施設が近くにない

他の家族の世話が十分にできない

悩み事を相談できる人がいない

その他

無回答

R1 H27

(%)(%)
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問 22-１ ①理想の子どもの人数（○は１つ） 

R1:N=224 

H27:N=180 

 

 

 

 

 

 

 

 

理想の子どもの人数は、「２人」が約 57％と最も高く、次いで「３人」が約 30％となっている。 

平成 27年と比較すると「１人」「２人」が若干増加し、「０人」「３人」「４人」が若干減少している。 

問 22-２ ②現在の子どもの人数（○は１つ） 

R1:N=224 

H27:N=180 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の子どもの人数は、「０人」が約 44％と最も高く、「２人」が約 22％、「１人」が約 21％などと

続いている。 

平成 27 年と比較すると、目立ったところでは、「１人」が約 13％増加し、「０人」が約 9％減少して

いる。 

  

6.7

2.2

2.8

8.5

52.2

57.1

31.7

29.9

2.2

0.9

4.4

1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H27

R1

0人 1人 2人 ３人 ４人以上 無回答

52.8

44.2

8.3

21.4

21.1

21.9

7.2

8.9

0.6

1.3

10.0

2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H27

R1

0人 1人 2人 ３人 ４人以上 無回答
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問 22-３ ③今後希望する子どもの人数（○は１つ） 

R1:N=224 

H27:N=180 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後希望する子どもの人数は、「２人」が約 40％と最も高く、次いで「０人」が約 32％となっている。 

平成 27 年と比較すると、目立ったところでは、「２人」が約 15％増加し、「０人」が約 9％減少して

いる。 

40.6

32.1

13.9

15.2

25.0

39.7

6.1

8.5

1.1

0.9

13.3

3.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H27

R1

0人 1人 2人 ３人 ４人以上 無回答
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問 23 理想的な子どもの人数を実現する際に問題となると考えられる理由（○はいくつでも） 

R1:N=224 

H27:N=180 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理想的な子どもの人数を実現する際に問題となると考えられる理由は、「経済的負担が大きいから」

が約 71％と突出して高く、「高齢出産を避けたいから」が 25％、「自分の仕事（勤めや家業）に差し支

えるから」が約 22％などと続いている。 

平成 27 年と比較すると、ほぼ同様の傾向となっている。目立ったところでは「保育所等の預けられ

る環境がないから」が約 8％、「これ以上育児の心理的肉体的負担に耐えられないから」が 6％の増加と

なっている。 

71.4

25.0

21.9

18.8

15.2

14.3

12.5

12.1

8.9

7.1

5.4

4.5

4.0

2.2

1.3

0.4

0.9

9.4

7.0

67.2

26.7

22.2

11.1

16.7

11.7

10.0

6.1

8.3

7.2

7.8

4.4

8.9

3.3

3.3

1.1

3.3

8.9

5.0

0 20 40 60 80

経済的負担が大きいから

高齢出産を避けたいから

自分の仕事（勤めや家業）に差し支えるから

保育所等の預けられる環境がないから

育児環境が良くないから

ほしいけれどもできないから

心理的負担が大きいから

これ以上育児の心理的肉体的負担に

耐えられないから

自分の人生を生きるのに精一杯だから

自分や夫婦の生活を大切にしたいから

健康上の理由から

末子が定年退職までに成人してほしいから

結婚する気がないから

家事育児に協力的でないから

配偶者が望まないから

周囲の出産・育児に対する理解がないから

その他

特に理由はない

無回答

R1 H27

(%)
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問 23-１ 問 23で○をつけた理由のうち、最大の理由（○は１つ） 

※問 23 で「特に理由はない」以外を選んだ方のみ 

R1:N=196 

H27:N=155 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理想的な子どもの人数を実現する際に問題となると考えられる最大の理由は、「経済的負担が大きい

から」が約 26％と突出して高く、平成 27年と同様の傾向となっている。 

  

26.1

4.4

3.9

3.4

2.0

2.0

1.5

1.5

1.0

1.0

0.5

0.5

0.5

0.0

0.0

0.0

0.5

51.2

45.8

7.1

4.5

4.5

4.5

1.3

5.2

3.9

4.5

0.6

2.6

1.3

1.3

1.3

0.0

0.0

3.2

8.4

0 20 40 60

経済的負担が大きいから

自分の仕事（勤めや家業）に差し支えるから

ほしいけれどもできないから

高齢出産を避けたいから

結婚する気がないから

これ以上育児の心理的肉体的負担に

耐えられないから

健康上の理由から

自分の人生を生きるのに精一杯だから

育児環境が良くないから

心理的負担が大きいから

自分や夫婦の生活を大切にしたいから

保育所等の預けられる環境がないから

末子が定年退職までに成人してほしいから

配偶者が望まないから

家事育児に協力的でないから

周囲の出産・育児に対する理解がないから

その他

無回答

R1 H27

(%)
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問 24 育児休業の取得や短時間勤務等の希望（○は１つ）            （今回初調査） 

R1:N=224 

 

 

 

 

 

 

子どもが生まれた場合の育児休業の取得や短時間勤務等の希望については、「希望する」が約 66％、

「希望しない」が約 10％、「わからない」が約 23％となっている。 

 

65.6 10.3 23.2

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

希望する 希望しない わからない 無回答
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４ 少子化問題について 

問 26 行政が少子化対策に取り組むことについての考え（○は１つ） 

R1:N=224 

H27:N=180 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行政が少子化対策に取り組むことについての考えは、「優先すべきだが、市民にあまり負担にならな

い範囲で取り組むべきである」が約 45％と最も高く、「最優先して取り組むべきなので、市民のある程

度の負担はやむを得ない」が約 24％、「優先すべき他の事業があるので、予算を考えて余裕があれば取

り組めばよい」が 17％などと続いている。 

平成 27年と比較すると、「優先すべき他の事業があるので、予算を考えて余裕があれば取り組めばよ

い」が 8％増加している。 

  

21.1

23.7

49.4

45.1

9.4

17.0

5.0

4.0

5.0

3.1

7.2

2.7

2.8

4.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H27

R1

最優先して取り組むべきなので、市民のある程度の負担はやむを得ない

優先すべきだが、市民にあまり負担にならない範囲で取り組むべきである

優先すべき他の事業があるので、予算を考えて余裕があれば取り組めばよい

取り組むべきではない、何をやっても無駄である

その他

わからない

無回答
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問 27 少子化の進行についての考え（○は１つ） 

R1:N=224 

H27:N=180 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

少子化の進行についての考えは、「非常に問題だと思う」が約 51％と最も高く、次いで「やや問題だ

と思う」が約 30％となっている。『問題だと思う』（非常に問題だと思う＋やや問題だと思う）が約 82％、

『問題だと思わない』（全く問題だと思わない＋あまり問題だと思わない）が約 9％となっている。 

平成 27 年と比較すると、『問題だと思う』（非常に問題だと思う＋やや問題だと思う）が約 3％の減

少、『問題だと思わない』（全く問題だと思わない＋あまり問題だと思わない）が約 2％の増加となって

いる。 

58.9

51.3

26.1

30.4

5.0

6.7

1.7

1.8

6.7

6.3

1.7

3.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H27

R1

非常に問題だと思う やや問題だと思う

あまり問題だと思わない 全く問題だと思わない

わからない（実感がない） 無回答
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問 28 少子化対策を進める上で行政に充実してほしい施策（○は３つまで） 

R1:N=224 

H27:N=180 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

少子化対策を進める上で行政に充実してほしい施策は、「子育てと仕事が両立できる職場環境整備」

が約 51％と最も高く、「教育費支援の充実（奨学金制度の拡充など）」が約 45％、「保育サービスの充実」

が約 34％などと続いている。 

平成 27年と比較すると、ほぼ同様の傾向となっている。目立ったところでは、「教育費支援の充実（奨

学金制度の拡充など）」が約 7％の増加、「若者や失業者への就労支援」が約 9％、「結婚に対する支援」

が約 7％の減少などとなっている。

51.3

44.6

33.9

23.2

17.0

16.5

15.2

14.7

5.4

4.9

4.5

4.5

2.2

2.2

2.7

9.8

47.8

37.2

31.7

25.0

18.3

11.7

18.9

23.9

12.8

8.3

5.0

5.0

2.8

1.1

3.3

1.7

0 20 40 60

子育てと仕事が両立できる職場環境整備

教育費支援の充実（奨学金制度の拡充など）

保育サービスの充実

子どもが健全に育つ安心・安全の地域づくり

不妊治療や出産支援

住宅支援

乳幼児の医療費支援

若者や失業者への就労支援

結婚に対する支援

出会いに対する支援

子どもと地域の高齢者などとの

世代間交流の促進

子育てに関する相談体制の充実

その他

わからない

特にない

無回答

R1 H27

(%)(%)
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